
　
第
３
号
不
整
合
記
録
の
是
正
を
進
め
る

た
め
の
法
律
案
が
、
11
月
22
日
に
国
会
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

日
本
年
金
機
構
で
は
、
第
３
号
不
整
合
記

録
を
有
す
る
人
の
記
録
を
訂
正
し
、
年
金

受
給
権
の
確
保
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
過
去
２
年
以
内
に

第
３
号
不
整
合
記
録
を
有
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
人
に
つ
い
て
、
記
録
訂
正
に
必
要

な
届
出
の
勧
奨
を
行
い
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
義
務

　
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
お
よ

び
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
届
出
が
必
要

で
す
。

①
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
の

　
届
出

　
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
第
３

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
第

３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
を

配
偶
者
の
勤
務
す
る
会
社
（
事
業
主
）
に

提
出
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保

険
者
が
、
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

②
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
の
届
出

　
第
３
号
被
保
険
者
の
年
収
が
増
加
し
て

１
３
０
万
円
以
上
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
や
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者

が
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
保
険
等

の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
よ

り
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
必
ず
住
所
地
の
市
区
町
村
に
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

国民年金だより

国民
年金

国
民
年
金
の
第
３
号
不
整
合
問
題

　
第
３
号
不
正
合
記
録
へ
の
対
応

　
第
３
号
被
保
険
者
が
第
１
号
被
保
険
者

と
な
っ
た
場
合
は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
届
出

が
も
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
第
１
号

被
保
険
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

３
号
被
保
険
者
期
間
と
し
て
年
金
記
録
が

管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
第

３
号
被
保
険
者
記
録
の
不
整
合
期
間
）。

　
こ
の
よ
う
な
届
出
も
れ
の
記
録
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
請
求

す
る
際
に
過
去
に
遡
っ
て
本
来
の
第
１
号

被
保
険
者
期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
保
険
料
未
納
と
な
っ
て
年
金
額

が
減
額
と
な
っ
た
り
、
年
金
受
給
資
格
期

間
が
な
く
な
り
無
年
金
者
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
不

整
合
期
間
を
有
す
る
人
を
対
象
に
、
不
整

合
期
間
を
本
来
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間

へ
変
更
し
、
変
更
後
の
年
金
記
録
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
た
こ

と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
っ

た
期
間
（
過
去
２
年
以
内
）
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
記
録
の
中
に
不
整
合
期
間

が
見
つ
か
り
、
過
去
２
年
よ
り
前
に
遡
っ

て
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い
た
場

合
に
つ
い
て
は
、「
第
３
号
被
保
険
者
該
当

届
（
年
金
確
保
支
援
法
用
）」
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

（別紙様式１）

生 年 月 日 （ 訂 正 前 ）

男.1
女.2

性別

       

届書コード

★

担当者事 務 所グ ル ー プ 長

課 長

国民年金第３号被保険者（種別変更・種別確認）3号該当届　　(年金確保支援法用)

(氏)

年
第
３
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
欄

処理区分

被 保 険 者 氏 名

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

※

配 偶 者 の 氏 名

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

(氏)

基礎年金番号又は手帳記号番号

月

※住所コード共済番号表示

(名)

配偶者基礎年金番号又は手帳記号番号

被 保 険 者 住 所 （ 配 偶 者 と 別 居 の 場 合 の み 記 入 ）

1.配偶者
　共済番
　号表示

郵 便 番 号

年 日

★昭.5
　平.7(名)

カ　その他（　　　　）

日

資 格 取 得 ・ 種 別 変 更 ・ 種 別 確 認 の 理 由

##

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

★昭.5
　平.7

外国人
区 分

第
３
号
被
保

住所 ド郵 便 番 号

★ア　配偶者が被用者年金制度に加入

日

ｃ　共済年金→共済年金 オ 本人の収入減少

ウ　婚姻

ｂ　共済年金→厚生年金 エ 本人の離職(2号喪失）

備　　　　考

種別(注)被 保 険 者 通 称 名

資格取得(種別変更･種別確認)年月日

年

　イ　配偶者の所属する年金制度の変更

ａ 厚生年金→共済年金

月

配偶者の生年月日

配 偶 者 住 所

月

届

書

送

信

30 36

31 37

32 38

○届書記載の基礎年金番号又は年金制度の記号番号は、当該配偶者のものに
日本年金機構理事長　　あて

　相違ないことを確認する。 年 月 日

平成　　年　　月　　日提出
〒 －

〒 －
〒 －

)

受給権確認表示 納付書抑止表示

※下記以外は省略

1.65歳以上の扶養配偶者

　が受給権を有さないと

　確認された場合

上記のとおり被保険者から３号関係の届出がありましたので提出します。

（

医
療
保
険
者 表者氏名

※
 1.納付書作

 　成しない

（

事
業
所
等
）

上記のとおり被保険者から第３号関係の届出がありましたので提出します。

事 業 主 所 在 地

事 業 主 名 称

事 氏 名

（ﾌﾘｶﾞﾅ）

区　分

険
者
欄

※　住所コード郵 便 番 号
被 保 険 者 通 称 名

（名）★0.日本人

　1.米国人

　2.1以外の

　　外国人

事業主等受付年月日

（氏）

※　　　年 金 事 務 所

(ﾌﾘｶﾞﾅ)

第3号G（地方公務員共済組合）

第３号J（日本私立学校振興・共済事業団）

第3号A（厚生年金保険・旧農林共済）
被扶養者認定年月日

氏 名 印

この届書記載のとおり届出します。

受 付 印

認定年月日 平成

(資格取得(種別変更･種別確認)年月日と同じ場合は記載の必要はありません。)

第3号A（厚生年金保険・船員保険）

（

届
出
人
）

名 称

被扶養者認定

1 自宅 2 携帯 3 勤務先 4 その他(

平成　　年　　月　　日提出○ 届書記載の被保険者は、健康保険又は共済組合に加入している者の被扶養者で

あることを確認する。

第3号C（国家公務員共済組合）

第3号A（厚生年金保険・健康保険）

住 所

所 在 地

送

信

（注）

)

（ 局 ） 番 ( 番 ( 局) 番

者
）

表者氏名

電 話

事 業 主 氏 名
電話番号

電 話 番 号 局)

1.自宅 2.携帯 3.勤務先 4.その他(
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白岩城址燈火祭
　中世、近世の白岩の栄華をかがり火の光で再現。花火
打ち上げ、火振りかまくら、綱引き大会などが行われます。
【開催日】　２月 11 日（土）17：00 ～
【会　場】　白岩平城ほか
【問合せ】　「白岩村おこし」プロジェクトＳ　下田
　　　　　 53-2485

田沢湖高原雪まつり
　火振りかまくら、紙風船上げなどの仙北市の冬のイベ
ントが行われ、期間中会場には雪像や模擬店が並びます。 
【開催日】　２月 17 日（金）～ 19 日（日）
【会　場】　たざわ湖スキー場特設会場
【問合せ】　仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」

　　　　　 43-2111

松葉・相内の裸参り
　ふんどしひとつの若者たちが桧木内川で身を清め、松
葉の金比羅神社に無火災を祈願します。
【開催日】　２月 19 日（日）11：00 ～
【会　場】　西木町桧木内字松葉
【問合せ】　観光課　 43-3352

なろか
　生保内地区に古くから伝わる旧小正月行事。稲わらに
火を付けて振り回し、害虫を追い払うしぐさをします。 
【開催日】　２月６日（月）18：30 ～
【会　場】　仙北市役所田沢湖庁舎前
【問合せ】　仙北市なろか保存会実行委員会　大澤
　　　　　 43-1241

中里のカンデッコあげ
　朴の木で作った小型の鍬（カンデッコ）とくるみの木
で作った男根を一対にし、神木に豊作や縁結び、家内安
全などの願いを込めて投げ掛けます。 
【開催日】　２月６日（月）18：30 ～
【会　場】　西木町桧木内字中里（賽之神堂前）
【問合せ】　観光課　 43-3352

上桧木内の紙風船上げ
　100 年以上の歴史をもつ伝統行事。武者絵や美人画な
どが描かれた巨大紙風船が真冬の夜空に舞い上がります。
【開催日】　２月 10 日（金）15：00 ～会場オープン
【会　場】　西木町紙風船広場
【問合せ】　観光課　 43-3352

仙
北
市
の

冬
ま
つ
り

火振りかまくら
　およそ 400年の歴史を持つ小正月の伝統行事。火振り
体験、武家屋敷ライトアップ、冬花火などが行われます。
【開催日】　２月 13日（月）～ 14日（火）17：00～
【会　場】　（13日）桜並木駐車場　（14日）各町内会場
【問合せ】　角館町観光協会　 54-2700


